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末盧館周辺図 

原産地 

 

 

古代稲の種類 

 

 

農耕の種類 

 

伝播経路 

げん  さん    ち 
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のう  こう 



末盧館を見学すると何がわかるんだろう 

●末盧館がつくられたきっかけは？ 

●菜畑遺跡で何がわかったのでしょう？ 

●菜畑遺跡はどこにあるのでしょう？ 
末盧館の 
名の由来 

●末盧館に 
　展示されているものは？ 

●末盧館で行われていることは？ 



稲作について考えてみよう 

●日本でもっとも古い米とは？ 

●食事の様子と食器 

●縄文・弥生時代の人々は 
　ブタを飼っていた 

●そのころ使われていた道具は？ 

じょう もん や　  よい 

か 



 

縄文時代・弥生時代の人々の祭りと生活 

●当時の人々の祭りはどんなだったんだろう？ 

●これらのことからわかったこと 

●人々の暮らしを復元してみよう 

住まい 

倉庫 

ムラの 
暮らし 



古代の森会館でわかること 

旧石器時代 
　今の日本列島の形ができるずっと前、更新世

という時代に生まれた石器文化を旧石器時代と

呼びます。唐津周辺では、約３万年前の人々が

生活したあとが発見されています。 

　土器製作と弓矢の発明で縄文時代が始まりま

す。動物や魚や木の実などをとる生活が約１万

年も続き、菜畑遺跡や徳蔵谷遺跡では朝鮮半島

との関係を示す土器や漁具が発見されています。 

こうしんせい 

ど     き　　ぎょ  ぐ 

きゅう     せっ       き           じ        だい 

縄文時代 
じょう   もん       

弥生時代 
   や        よい       

古墳時代 
   こ         ふん       

古代・中世・近世 
   こ       だい                  ちゅう    せい                   きん     せい 

久里双水古墳 

鏡神社一の宮跡礎石 

枝去木山中遺跡 



 

石炭と産業の歴史がわかる歴史民俗資料館 

●建物の由来 

●展示品の紹介 

●明治時代の建築家 
　辰野金吾と曽　達蔵について 

けん      ちく           か 

たつ    の     きん    ご   そ       ね     たつ  ぞう 


